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 要  旨 
 
 
重力波検出用光干渉計には高安定、高出力の光源が必要とされており、当研究
室では、fiber-MOPA(Master Oscillator Power Amplifier)による光源開発を行っ
ている。  
fiber-MOPAとは、安定な主レーザーをファイバー中で増幅させるシステムで
あり、現在fiber-MOPAの主レーザーには発振波長1064nm、500mW出力の半導
体レーザー励起モノリシック型Nd:YAGレーザー(NPRO)を使用している。しかし
主レーザーを自由空間で一度ファイバーに結合する必要があるため、安定性の面
で問題がある。そこで、主レーザーにファイバーレーザーを用いることでオール
ファイバーMOPAシステムが構築可能となり、より一層の光学系の小型化、機械
的安定度の向上が見込まれる。  
本研究ではNPROに替わる主レーザーとして、単一モードかつ狭線幅の発振が
得られるファイバー分布帰還型(DFB:Distributed Feedback)レーザーの開発を
最終目的とする。将来的にはスペース重力波アンテナ (DECIGO)への応用も検討
中である。  
 本研究では、まず位相マスク法による透明ファイバーへのFBG(Fiber Bragg 
Grating)の書き込み条件を導き出した。フルエンスに対するFBGの反射率依存性
の測定により、最終的に得られるFBGの反射率はドーズではなくフルエンスによ
って決まることを示し、FBG作製技術を構築した。  
続いてコア中に利得媒質である Yb が添加されたアクティブファイバー中への
ファイバーDFB の書き込みに成功した。このファイバーDFB を用い、ファイバ
ーDFB レーザー発振実験を行ったところ、発振波長 1064.4nm、出力 50µW、線
幅 150kHz 以下のファイバーDFB レーザーの開発に成功した。今回得られたファ
イバーDFB レーザーを発振条件、出力特性、線幅、および相対強度雑音特性につ
いて考察、評価し、現状での問題点と今後の指針について議論を行った。  
 
 
